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臨床試験や自験例に学ぶ、
イブグリースを用いたアトピー性皮膚炎の治療戦略
―IGAによる重症度評価―
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患者負担軽減を見据えた治療選択：
イブグリースQ4W投与の意義
【レブリキズマブの用法及び用量】
通常、成人及び12歳以上かつ体重40kg以上の小児には、レブリキズマブ（遺伝子組換え）として初回及び2週後に1回500mg、
4週以降、1回250mgを2週間隔で皮下投与する。なお、患者の状態に応じて、4週以降、1回250mgを4週間隔で皮下投与することができる。
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